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大型ヘリカル装置(LHD)では, ICRF (ion 

cyclotron range of frequencies)を用いてH少

数イオン加熱実験が行われている. このよ

うなICRFの実験において, 加熱条件を最

適化するには, ICRF波動の伝搬および吸収

の解析が必要になる. 
 

TASK3D/WM [1]は, LHD等の非軸対称装

置におけるICRFの波動伝搬・吸収評価コー

ドとして開発されている. TASK3D/WMで

は, Maxwell方程式をポロイダル方向, トロ

イダル方向にフーリエ展開を使用してお

り, 径方向は差分で解いている. これまで

TASK3D/WM を用いたLHDでの解析は

coldプラズマモデルおよび , collisional 

dumping modelを用いて行われてきた[2].  

しかし, ICRFの波動伝搬・吸収を正確に

評価するには, プラズマの熱的な運動を含

めて誘電率テンソルを記述するhotプラズ

マモデルで解析を行う必要がある . 

TASK3D/WMでは, hotプラズマモデルを用

いた解析では, 数値誤差が原因だと考えら

れる非物理的な負の加熱が現れていた. そ

こで, これらの誤差を減少するため, 波動

電場をErho, Eperp, EparaのStix frameに変更

した. また, フーリエ展開での高次モード

を計算するため, 波動電場の展開モード数

(EL)より誘電率テンソルの展開モード数

(DP)を2倍, 4倍に増やした. 図1に単純トー

ラスでの波動電場の展開モード数による

非物理的な加熱の割合の変化を示す. この

図から誘電率テンソルの展開モード数を2

倍, 4倍に増やすことで, 非物理的な加熱の

割合が減少していることがわかる. また, 

波動電場をフーリエモード数を増やすこ

とで減少していくこともわかる . 図2に , 

LHDでの少数イオン加熱に適用した結果

を示す. 混成共鳴付近で波数が大きいモー

ドが発生し, 誤差が大きくはなっているが, 

全体的に非物理的な負の加熱が少ないこ

とがわかる. 講演では, 他のLHDショット

へ適用した結果を示す予定である.  

 

 
図1 単純トーラスでの波動電場の展開モー

ド数による非物理的な加熱の割合.  

 

 
図2 LHDでの少数イオン加熱への適用例 
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